
 

 

 

忙中閑あり～春休みにどうでしょうか～ 

 いよいよ今年度も残りあと少しとなりました。年度内は指導要録が、終わったら来年度のことが、といろいろ

気になる時期です。ただ、忙中閑あり。時間が作れるなら、先日校長先生のチャットにあった文部科学省の

Youtube「特別講座これからの学びをどう深める⁉」（約 60分）を観てみませんか？ 

 個人的には、後半最近言われている「教師は教えなくてもよい、子どもに委ねればとよい」というメッセージ

の意味がよく分かる内容になっていました。また、今年の話題になった単元の中で、子どもが選択する部分、教

師が規定する部分をどう捉えるかについても触れられていました。(40 分頃)来年度、生活科や総合的な学習の

時間だけでなくどの教科においても言えることだと思いますので、観たいところだけでも、お勧めします！ 
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https://youtu.be/IbvS65qEMo4?si=T7dMXnTd1sXZVW6s 職員チャットにURL があります。 

後半から、田村学先生の話でした。上のシート

において、「教師が教えてなくてよいという誤った

メッセージとして伝わることがないように」とい

う中教審の文書が出ていること。下の単元計画に

おいて、児童が選択するか教師が規定するかの２

つしかない考え方がおかしいことを説明されてい

ました。ここがとても分かりやすかったです。 

前半は GIGA の話でした。ただ、今までして

いた当たり前でしていた児童が話を聞くことや、

リアルな体験は変わらず大切で、IＣＴはその上

で有効性に応じて使おうという話でした。 

授業を３つに分け、

終末のふり返りの話

も。先日大久保先生

の校内研修にもあり

ましたが、やはり大

事な事柄だとわかり

ますね。 

https://youtu.be/IbvS65qEMo4?si=T7dMXnTd1sXZVW6s

